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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は，教育の質保証を目指した大学教育において，図書館員が教員と連携
を構築するための戦略とその実現に影響を与える図書館内外の条件をテーマ的コード化の手法をもとに明らかに
することである。
米国のミシガン大学については訪問調査を行い，関係者への聞き取りや内部資料の調査によって得たデータをも
とに戦略と条件からなるモデルを構築した。このモデルについては国際学会で口頭発表する準備を進めている。
カナダのウエスタン大学，フィンランドのタンペレ大学でも同様に訪問調査をもとに同様のデータを収集し，デ
ータの整理と分析を進めている。

研究成果の概要（英文）：This study investigated: 1) librarians’ strategic approaches which 
librarians could promote to build collaboration with teaching faculty, and 2) the intervening 
conditions in library, institutional and social contexts based on comparative case studies. 
   A model of collaboration-building between teaching faculty and librarians at the University of 
Michigan was constructed. As categories of librarians’ approaches, “building interpersonal 
relationships,” “being involved in the community,” “designing customized services” and “
informing their being and doing” were discovered. “Leadership of library managers” and “
librarians’ competencies and personalities” were identified as categories of intervening 
conditions in library contexts, and “small community,” “operational support by departments” and 
“financial support by a university administrator” in institutional contexts. The data from Western
 University and the University of Tampere are now being analyzed.  
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１．研究開始当初の背景 
近年，日本の大学では，アクティブラーニ

ングへの転換，学修時間の確保を主軸として，

教育の質保証を目指した大規模な教育改革

を進めている。その中で，中央教育審議会の

答申が「アクティブラーニングのベースとな

る図書館の機能強化」の必要性を指摘してい

る。大学図書館には，教育の質保証を視野に

入れて学修・教育支援機能のあり方を検討す

ることが求められる。 

大学図書館の学修・教育支援機能に関する

これまでの研究の中で，多くの図書館関係者

（図書館員及び図書館情報学の研究者）が指

摘してきた問題として，授業と図書館の関連

づけや教員と図書館員の連携がなければ学

修支援による学修成果が十分に得られない

ことがある。高い学修成果を得るためには，

大学教育における教員と図書館員の連携の

あり方を研究することが重要になる。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は，教育の質保証を目指した

大学教育において，図書館員が教員と連携を

構築するための戦略とその実現に影響を与

える図書館内外の条件を明らかにすること

である。米国のミシガン大学（University of 

Michigan），カナダのウエスタン大学（Western 

University，以前のウエスタン・オンタリオ大

学），フィンランドのタンペレ大学（University 

of Tampere）のケース・スタディ（いずれも

追跡調査）をもとに，各ケースのモデルを完

成させるとともに，ケース間の比較研究によ

って，図書館員による教員との連携構築のた

めの戦略について類型の枠組みを構築する。 
 
３．研究の方法 
本研究の目的は，ミシガン大学，ウエスタ

ン大学，タンペレ大学のケース・スタディを

もとに，図書館員が教員との連携を構築する

ための戦略と図書館内外の条件について各

ケースのモデルを完成させること，ケース間

の比較分析をもとに，図書館員による教員と

の連携構築のための戦略に関する類型の枠

組みを構築することである。これを，次の研

究方法によって進めた。 

 

(1)訪問調査（いずれも追跡調査）によって，

ミシガン大学，ウエスタン大学，タンペレ大

学のモデルの構築に不足しているデータを

収集する。 

 

(2)理論的コード化の手法を用いて，各ケー

スのモデルを完成させる。 

 

上記の 3 つのケースのモデルと分析済みの

ケースのモデルの共通点や相違点を比較分

析し，図書館員による教員との連携構築のた

めの戦略に関する類型の枠組みを構築する。 
 
４．研究成果 
 2015 年度から 2017 年度までの研究の主な
成果は次のとおりである。 
 
(1)ミシガン大学では，図書館の副課長，フ
ィールド・ライブラリアン，リエゾン・ライ
ブラリアン，建築学担当のサブジェクト・ラ
イブラリアンへの聞き取り,内部資料の収集
などの調査（追跡調査を含む）を実施した。
ここで得たデータを 2014 年度までに収集し
たデータに加えて分析し，連携構築のための
戦略と条件に関するモデルを構築した。この
うち，戦略については，2018 年度に国際学会
で発表する準備を進めている（確定）。 

 
(2)ウエスタン大学では，教育支援センター
のセンター長（新任），同センターのスタッ
フ，図書館の管理職，図書館員（情報リテラ
シー・コーディネーター）,著作権担当の図
書館員への聞き取り，内部資料の収集などの
調査（追跡調査を含む）を実施した。ここで
得たデータについては，現在,逐語録を作成
するなど，データの整理を進めている。 

 

(3)タンペレ大学では，図書館長や図書館員
に加えて，社会学と健康科学関係の部局でカ
リキュラム委員を務めた経験を持つ教員，社
会学と健康科学関係の部局のカリキュラ
ム・コーディネーターへの聞き取り，内部資
料の収集などの調査（追跡調査を含む）を実
施した。ここで得たデータについては，現在，
逐語録を作成するなど，データの整理を進め
ている。 



 

(4)各ケース・スタディをもとに得たデータ
の整理や分析に加えて，大学教育における教
員と図書館員の連携構築について分析する
ための基礎的な枠組みを得るために，関連文
献のシステマティック・レビューを作成し，
国内の学会誌で公表した。 

 

(5)本研究の比較対象となる2014年以前に実
施していたケース・スタディをもとに構築し
たモデルについて，2015 年度に国内の学会誌
で発表した。また，2016 年度と 2017 年度に
は，国際学会で口頭発表し，いずれも論文と
して公表した。 
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